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坑甲状腺物質の家兎に及ぼす影響

小林 茂

Ｌ目的

UDI物の発脊．物質代鰯．生殖腺199龍に関する作用を司る甲伏線の機能を人為的に抑制して肥

育を促進し，肉質を改善せんとする研究はアメリカに於て１９４０年頃から始められ、家

類では抗甲状腺物質サイオユラシールによりかなりの成斌が得られているが．乳蕊iに関す

る研究は極めて少く。家畜の鍾類による差も大きいと思かれろ〃'で家兎による試験を行って

増体率及び屠肉の矛Ｉ用幽乙ついて比較検討をす局目的で本試験を行つ境

、

患

２試験方法

（１）供試動物

当場飼養、日本白色題の腫兎より分時の略相等しい鏡をえらび各の同腹児より平均体重

の略相等しぃ生後４ケ月目、雄仔兎を試験区３頭と対照区４頭に分けた。

（２）飼養方法

供怠f動物は，屋外の連続式兎箱に１頭づつ収容し，給与濃厚飼料の配合割合及び給与辻は

箒１表及び露２表の通、であ、粗飼斜は，青刈トーモロコシ．オーチヤードグラス，野草

等を給与し，両区とも飲料水．稲ワラを常時給与した。試験区には朝飼の濃厚飼料に０２

％のメチルサイオユラシールを添ｶﾙﾌﾟtも〆チルサイオユラシートは光陽製檗株式会社提

供のミートモアヵ使用した。

（３）試験期間

昭和３０年９月５日よの11月４日迄、２ヶ月間

鰯
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区
富ｌ表飼料配合表

配△飼料の
シ

第２表飼料給与並

－５０－

瞳別 雛 大安 麦ヌカ 食塩 祖蛋白

割合 ２０ ３０ ５０ 酉B合飼料の
０１％

１０６３

日令 １５０日～１５０日 １５１日～１８０日

給与辻 ８０９ １００９
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ａ試験戌錆

（１）生長率

試験区・対照区共に１週間目毎に体重を測定した結果及び対照区体重を１００とした試験

区の体重指数及び増体重．増沐指数は第３表の通ｈであｎ．これを図示す扇と露１図の通

のである。

試験区は対照区に比して１週後には，４．１％多くその後両区の差は次第に大きくた、４週，

目には妓高に達し２０７％となったが．５週目からは差は次第に減少し試験終了時には

う４％試験区が大となっている。叉増体率は対照区４Ｌ１％に対して試験区は４６７％で

あ、試験区の方が１３１６％多かった。
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(2)屠肉の矛li用性

試験開始後２ケ月目、生後６ケ月目に屠殺解体した。〔篭４表）

各部位の体寛に対する割合を比較す葛と，試験区は対照区に比較して血液量は1ｺ7％少

く．肉並はａ３％多く．肝臓は120％多く，［曲筬は１‘０％多く，甲伏線は対照区の８
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苧生後４ケ月目の仔兎に濃厚飼料、０２％の〆チルサイオユラシールを混じて与え，生後６ケ月

目に屠殺したところ，生長率は開始後４週目を頂点として差は次第に少くなって行き．終了時

の２ケ月目にはわずか日１％だけ試験区、方が大であった。これは試1,t区が試料摂取麓の増力１１

につれて飼料の摂取戯力極端に低下するのにIjz:しで廿照区は全然食欲かおとろえず結局対･照区の生

長率が試験区の生長率よ'')まさ、，４週間目までに出きた大きな差を次第lこちぢめる為と恩」つ

れろ。

兎肉のfIi用性については試験区は肉｣§tか６３％多く骨はＬ３％多く，可食部全体としては１Ｌ６

％多かっ毎採食率は試験区が１３L６５％少なかった。以上総括すると生後４ケ月の仔兎に濃

厚飼料の０２％、〆チルサイオユラシールを２ヶ月間連続投与した場合，かなnｍ効果があっ

たが，家兎の場合は豚と異ｎ．屠殺前の２ヶ月間投薬する必勢よなく，１ヶ月間で屠殺した方

力;よ、経済的であろうと思われろ。

なお甲状線の状態よの半|燭して濃厚飼料、０２％杭メチルサイオユラシール左添加するｍは，

多過ぎろと思われ岳ので有効な蛾少限度才知番為，０１％添Ｊ､｣した劃》合、効果について識iiiを

実施中であ為。
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終、に臨み試料を提供して下さった光陽製薬株式会社に謝意を表する。

才
■
や
⑧
乱

－５６－

』
巳

巴
腱?よさ



iiT~il:■lpiillDJiTLZlifL--mII試験図刀

日ＩＥ

恥晶橇瀧|周指数|識：０１３１～4(】

ろ
？

８００１８００１８００１９８

験開始後

にも対照

8００１８００１７００１７４０ ４００Ｉ４１９Ｃ

,釘

３００１８００１８００１９ 6うＩ４９０Ｃ

くまｈｌ
４００Ｉ２４００Ｉ２３００Ｉ２７０Ｃ ｿ６Ｃ

白Ｉ８００１８ＵＯＩ７６０Ｉ９０Ｃ ＯＩＢ６ヨラＩ６Ｚ４巴

ﾌﾟ島

FｌＯＯｌ８００１８００１ＩＯＯＣ
r1

L」

ＯＯＯＩう４０ＣFｌＯＯｌ８００１B００１１００Ｃ

:後６ケ月

．，終了時

(量の増加

l照区の生

,為と恩わ

。ＯＯＩ５４０Ｃ３００１８００１８００１ＬＯＯＣ

0００１５４０Ｃ３００１８００１８００Ｉ１００Ｃ ｒ
Ｌ」

｢1

L｣DＯｌ３１００ＩａＺＯＯｌ４００Ｃ

「
Ｊ

ｒ
Ｌ

白.’８００１８００１８００１LＯＯＣ ＤＯＯＩク３９２１１０００１Ｃ

'ては１１．６

〕仔兎に濃

力果があつ

量殺した方
●
〃

■
ｂ
Ｔ
ロ
一
宇

鯛郷

巳口点
、
‐
。
’

▽こ

－５７－
1-.￣Ｐ

■

角'６

|iiiⅢＩ１Ｉ９ｐ－－－… 軸Qi00iii

!’

日

1～１０

日

11～2０

日

21～3０

日

31～4０

日

41へ５０

日

51～6０
飼料の全
摂取量

同指数

号
号
号
計
均
号
号
号
号
計
均

１
２
３

１
２
３
４

Ｉ
１
Ｔ
合
平
Ｃ
０
０
Ｃ
合
平

８００

８００

８００

２４００

８００

８００

８００

８００

８００

３２００

８００

８００

８００

８００

２４００

８００

８００

８００

８００

８００

。２００

８００

８００

７００

８００

２３００

７６０

８００

８００

８００

８００

乳２００

８００

９８５

７４０

９７５

２７００

９００

ＬＯＯＯ

ＬＯＯＯ

ＬＯＯＯ

１,０００

４０００

１，０００

０
０
０
０
７
ラ
０
０
０
５
５

０
５
６
１
３
７
０
０
０
７
２

０
７
７
５
８
９
０
０
０
９
３

上
Ｚ

上
１
ｋ
ａ
１

０
●

７９５

４００

７６５

L９６０

６５３

ＬＯＯＯ

ＬＯＯＯ

１．０００

１，０００

４.０００

５１８０

４１９０

４９００

L４２７０

４１５６

５３７０

５４００

５４００

５４００

２１５７０

1.ＯＯＯＩ５３９２

８６３５

１０００




